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〒492-8680 愛知県稲沢市天池五反田町1番地�

1950年3月13日�

101億2,925万円（2005年2月現在）�

佐々木孝治�

衣・食・住・余暇にわたる総合小売業のチェーンストア�

衣料品21％・食料品57％・住居関連品20％・その他2％（2005年2月実績） �

2月20日（年1回）／東京・名古屋（各1部）の各市場に上場�

1都17県下の主要都市に158店舗（2005年6月現在）�

26,544名�

7,138億円（2005年2月実績）�

UFJ銀行、農林中央金庫、東京三菱銀行、みずほコーポレート�

http://www.uny.co.jp�

1兆1,913億円（2005年2月現在）�

㈱サークルＫサンクス、㈱ユーストア、㈱さが美、㈱パレモ、㈱モリエ、㈱ラフォックス、�
㈱鈴丹、㈱東京インセンス、UNY〔HK〕CO.,LTD.、㈱ユーライフ、㈱UCS、�
㈱サン総合メンテナンス、㈱サンリフォーム、㈱ユニコム、㈱マイサポート、㈱ユニフード、�
青木ヶ原高原開発㈱、東名クラウン開発㈱  �

● 新潟県�
アピタ新潟亀田店、ユーホーム新潟亀田店、�
アピタ新潟西店、ユーホーム新潟西店�
● 栃木県�
アピタ足利店、アピタ宇都宮店�
● 群馬県�
ユニー太田店、ジョイマートユニー藤岡店、�
アピタ伊勢崎東店、アピタ笠懸店、アピタ高崎店、�
アピタ館林店�
● 茨城県�
ユニー守屋店、アピタ石下店、アピタ佐原東店、�
アピタ総和店�
● 埼玉県�
ユニー大桑店、ユニー川本店、ユニー騎西店、�
アピタ岩槻店、アピタ吹上店、アピタ本荘店�
● 東京都�
アピタイースト21店�
● 神奈川県�
ユニーイセザキ店、ユニー大口店、ユニー金沢文庫店、�
ユニー弘明寺店、ユニー座間店、ユニー大雄山店、�
ユニー長後店、ユニー戸塚店、ユニー中山店、�
ユニー日吉店�
● 千葉県�
アピタ市原店、アピタ木更津店、アピタ君津店、�
アピタ八千代店�
�
�

�
● 山梨県�
アピタ田富店�
● 静岡県�
ユニー伊東店、ユニー磐田店、ユニー掛川店、�
ユニー駿東店、ユニー浜松泉町店、ユニー富士宮店、�
ユニー吉原店、アピタ大仁店、アピタ島田店、�
アピタ初生店、アピタ藤枝店、アピタ浜北店�

● 名古屋市�
ユニーアラタマ店、ユニー今池店、ユニー大曽根店、ユニー黒川店、
ユニー柴田店、ユニー中村店、ユニー守山店、アピタ新守山店、
アピタ千代田橋店、アピタ東海通店、アピタ名古屋北店、�
アピタ名古屋南店、アピタ鳴海店、アピタ緑店、アピタ港店、�
ラ フーズコア神野店、ラ フーズコア正保店、ラ フーズコア萱場店、
ラ フーズコア滝ノ水店�
● 愛知県�
ユニー安城店、ユニー一宮店、ユニー岩倉店、ユニー乙川店、�
ユニー香久山店、ユニー国府店、ユニー新城店、ユニー武豊店、
ユニー知立店、ユニー常滑店、ユニー豊明店、ユニー西尾駅東店、
ユニー尾西店、ユニー碧南店、アピタ阿久比店、�
ユーホーム阿久比店、アピタ稲沢店、ユーホーム稲沢店、�
アピタ大口店、アピタ大府店、アピタ岡崎北店、アピタ刈谷店、
アピタ蒲郡店、アピタ木曽川店、アピタ江南店、アピタ江南西店、
アピタ高蔵寺店、アピタ小牧店、ユーホーム小牧店、�
アピタ瀬戸店、アピタ知立店、アピタ東海荒尾店、�
アピタ桃花台店、アピタ豊明店、アピタ豊川店、�

アピタ豊田元町店、アピタ長久手店、アピタ向山店、�
ユーホーム安城店、ユーホーム矢作店、ラフーズコア豊川店�
● 岐阜県�
ジョイマートユニー恵那店、ジョイマートユニー各務原店、�
ユニー可児店、ユニー関店、ユニー多治見店、�
ユニー多治見駅前店、ユニー長良店、ユニー瑞浪店、�
アピタ各務原店、ユーホーム各務原店、アピタ北方店、�
アピタ岐阜店、アピタ飛騨高山店、アピタ中津川店、�
アピタ美濃加茂店�
● 三重県�
ジョイマートユニー阿倉川店、アピタ伊賀上野店、アピタ桑名店、�
アピタ鈴鹿店、アピタ名張店、アピタ松阪三雲店、�
ユーホーム松阪三雲店、アピタ四日市店�
● 長野県�
ジョイマートユニー飯田駅前店、アピタ飯田店、アピタ伊那店、�
アピタ岡谷店、アピタ高森店�
● 奈良県�
アピタ大和郡山店、ユーホーム大和郡山店�

● 福井県�
ジョイマートユニー丸岡店、アピタ武生店、アピタ敦賀店、�
アピタ福井店、アピタ福井大和田店、ユーホーム福井大和田店�
● 石川県�
ユニー七尾店、アピタ金沢店、アピタ松任店、ユーホーム松任店�
● 富山県�
ユニー大島店、ユニー小矢部店、アピタ魚津店、アピタ黒部店、
アピタ礪波店、アピタ富山店、アピタ富山東店、�
アピタ食品館富山西町店�

関東本部�

静岡本部�

北陸本部�

中京本部�

関東本部�
�

静岡本部�

中京本部�
�

北陸本部�
�

会社概要�

事業所�
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本　 社�

設 　立�

資本金�

代表者�

事業内容�

売上構成�

決算期�

店舗数�

従業員数�

売上高�

主要取引銀行�

HPアドレス�

グループ連結売上高�

主なグループ企業 �

※2005年6月現在�



ユニー株式会社�
代表取締役社長�

2005年5月1日�
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環境学習 15�
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■対象範囲�
　ユニー株式会社�
158店舗及び本社事務所�
（各本部含む）�

■対象読者�
ユニーをご利用いただくお客様のほか、店
舗の近隣住民の方 ・々お取引先・従業員
など、ユニーに関わる全ての皆様を対象と
します。�

■対象期間�
　2004年度�
   （2004年2月21日～2005年2月20日）�

「未来の子供達に美しい自然を残したい」 ユニーは

環境に優しい生活をお客様と一緒に進めていきます。�

環境理念� Contents

環境方針�

2

総合小売業として環境負荷の少ない安心安全な商品及び�

サービスの提供に努めます。�

全従業員が環境問題に関心を持ち、「環境活動」「環境教育」を

通じて、汚染の予防及び継続的な改善に努めます。�

環境側面に関連して適用可能な環境に関連する�

法的要求事項及び当社が同意するその他の要求事項を順守し、�

お客様ならびに一般市民・行政機関とパートナーシップをとり、�

人と環境に優しい社会の実現に努めます。�

環境目的・環境目標を設定し、限りある資源を大切にするために、�

省資源・省エネルギーに取り組み、廃棄物の排出抑制、�

リサイクルを推進します。�

この環境方針を実行・維持し、�

当社で働く全従業員並びに関係する人々に周知し、�

広く一般に開示します。�

1

2

3

4

5

※一部2002年度以前の実績や、�
　2003年度以降の活動・目標を�
　記載しています。�
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ユニーの�
食品廃棄物リサイクルシステム�

ピック・アップ・ストア①�
アピタ瀬戸店�
ピック・アップ・ストア②�
アピタ江南西店�

ユニー株式会社は�



－－－ユニーは2001年に環境部を設置し、各

種環境問題への対応や地域での環境活動な

どを検討する環境会議も立ち上げるなど、さま

ざまな形で環境活動を推進しています。2004

年1月には環境マネジメントシステムの国際規

格ISO14001の認証を本社で取得し、継続的

な環境活動をユニーのマネジメントシステムに

取り入れました。�

佐々木　ISO14001の認証は、本社に続いて

2004年12月9日に静岡本部が取得し、2005年

7月9日に北陸本部が取得審査を受けます。

2005年10月に関東本部も審査を受けるので、

取得すれば全地区本部での取得になります。

その後はそれぞれの店舗で展開を予定して

います。�

－－－2005年6月2日には「チーム・マイナス6%」

のメンバーになりましたね。�

佐々木　「チーム・マイナス6％」は環境省が

地球温暖化対策のために立ち上げた国民的

プロジェクトです。みんなで立ち向かえば大き

な力になるという姿勢で「冷房は28度に」「エ

コ商品を選んで買おう」といった6つの目標に

取り組んでいます。ユニー本社事務所では、

電気使用量の環境目標を2003年から4年間

で6％削減としていますが、現在3％の削減に

到達しました。店舗におきましては、現在取り

組み中です。�

－－－食品リサイクル法の対策として取り組ん

でいる「地域循環システムの構築」について

はどのような進展が見られますか。�

佐々木　食品リサイクル法対応として、4年前

から愛知経済連と連携して生ゴミを堆肥の原

料とする循環型農業に取り組み、2004年には

稲沢と一宮の店舗で通年販売できるようにな

りました。この取り組みを他店舗に広げ、各地

域ならではの「地産地消」システムを実現させ

たいですね。�

�

ユニー株式会社�
代表取締役社長�

社長インタビュー�
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2004年から4年間でマイナス6%を達成�

環境レポート2005

年々深刻化する環境問題に対して、ユニーはどのような対策を実践しているの

でしょうか。また業界全体にはどのような動きがあるのでしょうか。チェーンス

トア協会会長も務める佐々木孝治代表取締役社長に最近の動きを伺いました。�

聞き手:営業本部e-ショッププロジェクトマネジャー・山田陽一朗、寺渉夫�



－－－2005年夏に政府が普及を呼びかけた

夏の軽装化「COOL BIZ（クールビズ）」につ

いてはいかがですか。�

佐々木　ユニーでは一足早く前年の2004年

から実施しています。6月から9月までノーネクタ

イですから、28度の温度設定で快適に過ごせ

ますよ。�

－－－愛・地球博（愛知万博）では6月5日の環

境の日にちなんで環境省が企画した「COOL 

BIZ」のファッションショーにモデルとして登場

されました。�

佐々木　登場した財界のみなさんは環境問

題への関心が高く、勉強になりました。モデル

は初体験でしたが、君たちも登場してくれたの

で心強かったですよ。�

－－－光栄です（笑）。さて、佐々木社長は

2005年5月20日付でチェーンストア協会会長

に就任されました。業界としては環境問題に今

後どう取り組んでいくのでしょうか。�

佐々木　私ども小売業はお客さまにとって身

近な存在であるだけに、環境問題に積極的に

取り組んで環境対策の重要性を多くのお客さ

まに理解していただく役割を担っているともい

えます。そこで、環境に配慮したエコ商品を提

供したり、食品トレーやアルミ缶、牛乳パックを

回収したり、ノーレジ袋運動を行うなど、お客さ

まと一緒に環境対策を実践する方策をこれか

らも打ち出していきます。また店頭ポスターやイ

ンターネットのホームページなどで環境問題に

関する情報を提供するサービスも展開していき

ます。もちろん、営業中のエネルギー消費を節

約するなど、事業者として実践すべきことは実

践します。�

2006年度の見直しが検討されている容器包

装リサイクル法のレジ袋の扱いについて、もし、

法律で「無料配布の禁止」が決められたら、環

境保護基金のような目に見える形で活用でき

ないかなどを検討したいと思います。�

－－－年間300億枚も流通しているといわれる

レジ袋の使用を控えることができたら、プラスチ

ックごみの減量化につながりますし、石油という

限りある天然資源の利用抑制にもなりますね。�

佐々木　そうです。2004年9月1日、ユニーの

全従業員にマイバッグを渡したのも、まずは自

分たちからレジ袋の使用を控えるべきだと考え

たからです。�

－－－まだまだ見直すべき点は見つかりそうで

すね。私たちが担当するインターネットによる無

店舗販売も、環境問題の解決という側面から

検討を重ねていきたいと思います。今日はあり

がとうございました。�

�

4

レジ袋有料化への対応策を業界として検討�

6月5日の環境の日、愛・地球博で開
催された環境省企画の「COOL BIZ」
ファッションショーに、ユニーからも社
長以下3名がモデルとして参加しました。�

Topics

営業本部e-ショッププロジェクト�
マネジャー�
山田陽一朗�

営業本部e-ショッププロジェクト�
マネジャー�
寺渉夫�
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小さな力を合わせて大きな力に�
「チーム・マイナス6%」�

　2005年2月、地球温暖化を解決するために

世界が協力して定めた京都議定書が発効さ

れました。日本が世界に約束した温室効果ガ

スの排出量削減目標は1990年比でマイナス6%。

ところが、2002年度の比較で産業界からの排

出量は1.7%減りましたが、家庭用は28.8%も

増えるなど、目標達成は容易ではありません。

そこで環境省はみんなで力を合わせてマイナ

ス6%を実現しようと、国民参加型プロジェクト「チ

ーム・マイナス6%」を立ち上げました。�

　設定されたアクションプランは「冷房は28

度に設定しよう」「蛇口はこまめにしめよう」「ア

イドリングをなくそう」「エコ製品を選んで買おう」

「過剰包装を断ろう」「コンセントからこまめに

抜こう」の6つです。�

　参加者にはチームナンバーが発行されます。

ちなみに1番は小泉総理。あなたも参加して

みませんか?



ユニーの環境マネージメントシステム�

環境レポート2005

組織図�

ユニーは｢未来の子供達に美しい自然を残したい」と、環境保全活動を各事業所、店舗で実施してきました。
2001年に業務本部に環境方針を掲げ、環境部を設けました。そして環境会議を設置し「環境にやさしい企
業」を念頭に、さらには環境汚染の予防と継続的な改善を目指し、2003年にISO14001を導入し、本社事
務所ならびに各地区本部での環境マネージメントシステムの構築を図っています。�

5

環境マネージメント�

本　社� 環境会議�

業務本部　　　　総務部・法務部・人事部・情報システム部�
本社スタッフ　　社長室・広報室・経営政策室・監査部・関係会社管理部�
開発本部　　　　建設部・管財部・企画部・テナント開発部・新店開発プロジェクト・中京開発部�
営業本部　　　　中京管理部・営業管理部・営業企画部・お客様サービス部・テナント管理部�
　　　　　　　　商品企画部・eショッププロジェクト・中京催事部・物流部�
食品本部�

経理財務部�

住関本部� 衣料本部�
サン総合メンテナンス�

Plan�
計画�

Check�
点検�

是正処置�

Action�
見直し�

Do�
実施・運用�

環境担当役員　業務本部長�

代表取締役社長�

環境部�

環境マネージメント組織（EMS組織）� 環境保全活動に対する取り組みを、Plan（計画・目的目標の立案）、DO（実行）、

Check（検証）、Action（見直し、改善）のスパイラルで、環境方針を実現するために、

環境マネージメントシステムを構築しています。�

北陸本部� 関東本部�
Plan

Check

Action Do

Plan

Check

Action Do

Plan

Check

Action Do

静岡本部�

店　長�

副店長�

従業員�
関係者�

サン総合�
メンテナンス�

廃棄物業者�

店　長�

副店長�

従業員�
関係者�

サン総合�
メンテナンス�

廃棄物業者�

店　長�

副店長�

従業員�
関係者�

サン総合�
メンテナンス�

廃棄物業者�

店　舗� 店　舗�店　舗�



 ISO14001認証取得�
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2001

2002

2003

2004

2005

2006

本社取得審査の様子�

左：北陸本部キックオフ、右：内部監査員養成研修�

サイトツアー�
（サイト内の施設・管理状況の視察）�

静岡本部キックオフ�

ユニーではクールビズが始まっていました�

静岡本部認証取得�

取得審査、認証取得�

「環境負荷の軽減・予防と継続的改善」を方針

に掲げ、環境マネジメントシステムの構築に取り

組んだ結果、2004

年1月14日、ISO審

査登録機関オリオ

ン・レジストラー社よ

り、環境マネジメント

システムの国際規

格である「ISO14001

認証」を本社事務

所が取得しました。�

ISO14001環境マネージメントシステムへの取り組みは、2003年

に本社事務所でスタートし、2004年1月に認証取得しました。そし

て静岡本部事務所が2004年12月に認証取得し、北陸本部と関東

本部が2005年中に認証取得する予定です。�

店舗での環境活動については、毎朝の店舗周辺清掃活動に始まり、

店舗から排出される廃棄物の分別・計量、リサイクル推進及び、省エ

ネ省資源活動を実施しています。また、お客様と一緒に進める環境

保全活動として、容器包装の使用削減やリサイクルを目的にした、「お

買い物袋持参運動（マイバッグキャンペーン）」、「リサイクルボック

ス（牛乳パックやトレイなどの回収）」を展開しています。�

これらの活動をもっと推進していくために、また「環境方針を具現化

していくために」PDCAサイクルを実践していきたいと考えています。�

2003年3月17日�
社内環境会議でISO14001の勉強会を開始�
�

2003年9月7日　本社事務所キックオフ�

2001年2月21日　本社業務本部に環境部を設置�
2001年6月20日 「環境レポート2001」を発行�

2005年3月28日�
北陸本部キックオフ�

2005年7月4日�
関東本部キックオフ�

2006年�
店舗への展開�

北陸本部　認証取得予定�
関東本部　認証取得予定�

2004年1月14日�
本社事務所認証取得�

2004年7月26日�
静岡本部キックオフ�

2004年12月9日�
静岡本部認証取得�

 ISO14001認証取得�

環境マネージメントシステムが�
機能していることを検証�

環境レポート2005



環境計画の目標と実績�

環境レポート2005

環境計画�

環境方針に基づき、環境保全活動を推進していくために、具体的な目的・目標を掲げ取り組みました。�
目標を達成するために、環境会議で検討した計画及び対応策を各部署各店舗で実践し、�
その結果を踏まえて次の目的・目標を立案し、継続的な改善に努めています。�

7

環境計画の概要�

2004年目標�取り組み項目�環境方針�

環境マネージメント�
システムの構築�

環境負荷の低減�
省エネ省資源�

廃棄物の適正処理�
とリサイクル推進�

グリーン購入�

環境情報の開示�
と環境保全活動�

●ISO14001の構築への取り組み� ■本社に続き、各地区本部への拡大を図る�

■省エネ活動の推進�

■省エネ機器の導入�

■一括物流により、店舗への配送便を削減する�

■通い箱の使用拡大により、ダンボールの削減をする�

■レジ袋・トレイ・包装紙・紙袋の使用削減�
�
�

■2003年実績（338,506枚）の110％　372,357枚�

■廃棄物処理契約書の見直し�

■店舗への廃棄物計量機の設置による、分別の徹底と削減�

■リサイクルハンガー使用拡大と廃棄ハンガーの削減�

■食品リサイクル法への対応�

■店舗のリサイクルボックスで家庭から出る�

　回収容器のリサイクルを推進する�

■OA紙のグリーン購入率85.0％�

■環境保全活動などの情報を開示し、�

　コミュニケーションを実施する�

■店舗、事業所周辺の清掃活動の継続�

■子供環境学習会を実施する�

●省エネへの取り組み�

●物流システムの見直し�

●包装資材の使用削減�

●廃棄物の適正処理�

●廃棄物排出削減�

●リサイクル推進�

●店舗での容器回収の推進 �

●環境情報の開示�

●環境保全活動�

●環境学習会�

�

�
■廃プラのリサイクルへの取り組み�

・お買い物袋スタンプカード回収枚数�

・レジ袋辞退率の向上�
�
■辞退率10％�

�
■エネルギー使用量削減 0.5％�
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2004年結果� 2005年目標�
■静岡本部認証取得�

■日用品、食品で通い箱の使用拡大�

■営業時間拡大、新店開店により未達成であった�

■中京・静岡・関東本部で実施�

■廃棄物の種類別に処理費、輸送費を重量単価で契約した�

■OA紙のグリーン購入率88.7％�

■牛乳パック　371.0t　　トレイ　　　　189.0t�

■アルミ缶　　273.2t　　ペットボトル　547.1t

■環境レポート2004発行�

■ホームページで情報発信�

■店舗において、環境ポスターの掲示�

■環境レポート2005発行�

■ホームページで情報発信�

■店舗において、環境ポスターの掲示 �

■毎日の清掃活動は全店で実施�

■愛・地球博に協賛して「クリーン愛知」に参加、�

　中京本部全事業所で実施した�

■5店舗で11回開催�

■新たに3店舗でリサイクル開始、13店舗で実施�

■リサイクル率23.2％�

■名古屋市内及び新規開店店舗を中心に、18店舗に計量機を設置�

■中京本部で導入開始�

■各店舗でエネルギー管理を実施�

■新規開発店舗において、空調機器・照明などに�

　省エネ機器を導入した�

■6月の環境月間に�

 「ブラックイルミネーションキャンペーン」に参加�

■北陸本部・関東本部認証取得�

■室温管理や照明の見直しによる、省エネ活動の実施�

■冷蔵庫や空調機器に省エネ対応機種の導入�
�

■「ブラックイルミネーション」に全店参加する�

■通い箱の使用拡大により、ダンボールの削減をする（20％削減）�

■焼却や埋め立て処理を減らし、リサイクルを推進する�

■新規開店店舗及び、既存店舗65店舗に拡大�

■全店に拡大する�

■回収量の拡大と、取扱い種類を増やす�

■店舗、事業所周辺の清掃活動の継続�

■OA紙のグリーン購入率90.0％�

■ユニフォームにグリーン製品を導入�

■開催店舗拡大　　■10店舗で20回�

■白川郷で「夏休み自然探検隊」を開催する�

■回収店舗拡大�

■地域循環の取り組みを拡大する�

■リサイクル率25％�

■中京本部の19店舗から商品搬入時に排出される、�

　プラ袋やハンガー・PPバンドを回収し、RPFにリサイクル実施�

�

■辞退率5.9％� ■辞退率10％�

■エネルギー使用量削減　0.5％�

■全地区へ拡大�

レジ袋 2242t 33,430万枚（前年比96％）�
包装紙 262t�
紙　袋 955t　（前年比102％）�

レジ袋 枚数で5％削減�
包装紙 重量で5％削減�
紙　袋 重量で2％削減�

環境レポート2005

�
�
�

421,271枚（レジ袋1,643万枚削減）124％�
（レジを通過したお客様1人に1.95枚配布）�

�
�
�

回収枚数5％向上（レジ袋82万枚削減）�



簡易パッケージ商品の販売　　　�

詰め替え商品の積極的販売� 野菜や果物のバラ売り�

グリーン購入キャンペーン�

お買物レジ袋削減への取り組み�

レジ袋のサイズや配布の見直しを実施�

環境配慮商品の表示�

9

2002年から東海地方の愛知・岐阜・

三重の3県と名古屋市による「東

海三県一市グリーンキャンペーン」

に参加しています。「環境にやさ

しいお買い物」をテーマにして、容

器や包装が簡便で使い終わった後

廃棄物が少ない「詰め替え商品」などを紹介販売し、「ゴミ削減」や「省

資源」をお客様にアピールしました。�

トレイやラップを使わない販売　　　�

お買物袋持参運動�

野菜・果物バラ売り�

レジ袋使用量・重量の推移�

簡易包装�

スタンプカード発行枚数�

お客様に包装資材を用いず、適正

な数量を購入していただくために

商品によってバラ売りでご提供し

ています。�

家庭での廃棄物を削減するために、

贈答品や商品券の簡易包装を推進

しています。�

�

�

2001年�

2002年�

2003年�

2004年�

2005年�

2000年�
�

�

レジ袋各サイズの容量の見直しを検討�

新サイズに切り替え使用枚数削減�

お客様に適正枚数配布の教育実施�

従業員全員にマイバッグ配布�

愛・地球博エコマネーに参加�

�

�

2,265t�

2,403t�

2,329t�

2,242t

2,507t�

�

容器包装をなるべく使わない販売への取り組み（発生抑制）�
「環境にやさしいお買い物」をしていただくために、「容器詰め替え商品」や簡易包装商品を�
積極的に販売しています。お客様に購入していただいた商品の包装や、お持ち帰りになる際のレジ袋、�
贈答品のラッピングなども、できるだけ「省資源・廃棄物削減」のために、お客様と一緒に取り組んでいます。�

容器包装の削減�

「省エネ省資源」「環境にやさしい」（環

境を汚さない）「リサイクル」（再生

資源で作られたり、再生できる商品）

を表示ラベルでお客様に紹介してい

ます。お客様に商品を選んでいただ

く時に「環境に配慮した商品」の目印

になります。�

環境レポート2005

ユニーでは「省資源」「ゴミ減量」のために、食品取り扱い店舗全店で

お買物袋持参運動を実施しています。食品関連レジでお買物袋ご持

参のお客様がレジ袋を辞退されたときに、１回の精算につき１個のス

タンプを「お買物袋スタンプカード」に押します。スタンプが20個た

まったら、お店のサービスカウンターで100円分の「お買物割引券」

と交換しています。リサイクル月間には、ユニーオリジナルのマイバッ

グと交換できます。�

（年度）�

（単位枚）�

1999 2000 20022001 2003 2004

140,634

189,315

249,802

302,260

338,506

421,271

50,000

100,000

150,000

500,000

450,000

400,000

300,000

200,000

250,000

0

贈答用包装�
商品券包装�

慶事用� 弔事用�

1枚当たり重量の軽量化を図るため�
薄くて強い袋に改善�
�



2001年�
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お客様と一緒に取り組んでいます�

マイバッグキャンペーンの展開�

2005年�

2002年�

2003年�

2004年�

2001年10月のリサイクル月間から、ユニーではオリジナルショッ

ピングバッグを差し上げるマイバッグキャンペーンをスタートしました。

お買物割引券のかわりにショッピングバッグと交換するキャンペーン

を年2回（6月の環境月間と10月のリサイクル月間）実施しています。�

上左から名古屋市、三重県、日本チェーンストア協会、�
下左からユニー・アピタ、豊田市�

2000年度 7,100万円�

2001年度 1億2,100万円�

2002年度 1億1,800万円�

2003年度 1億4,900万円�

2004年度 2億135万円�

2005年度 2億5,487万円�

容器包装リサイクル法への対応�

各自治体とのコラボレーション�

レジ袋いりませんカード�

ノー・レジ袋の日�

カードはレジ付近に設置し、自由に取っていただけるようにしていま

す。多くのお客様のご協力によってレジ袋を削減しています。�

ユニーでは毎月5日を「ノー・レジ袋の日」

としています。レジ担当者が毎月1日～

5日胸にバッジを付け、環境への配慮

をアピールしています。�

2000年度より、容器包装リ

サイクル法に基づき、財団法

人容器包装リサイクル協会へ

の委託料金を下表の通り支払

いました。2005年、プラスチ

ック製容器包装の廃棄量は

5,546tで、委託料金は2億5,090万円でした。同様に紙製容器包

装は2,081tで176万円、ペットボトルは140tで221万円、委託金

の合計金額は2億5,487万円となりました。�

環境レポート2005
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容器の店頭回収 

リサイクルボックスの全店設置 

店内に専用のリサイクルボックスを設け、

牛乳パックやトレイ、ビン・アルミ缶・

ペットボトルなどを回収しています。

また、毎月のリサイクル実施状況をポ

スターにまとめて掲示しています。 

回収した容器のリサイクル 

リサイクルセンターに集約 

中部本部の80店舗で回収した牛乳パック、食品トレイ、アルミ缶など

のリサイクル資源は、弥富物流センター内のリサイクルセンターに集

められます。ここで店舗ごとのリサイクル資源計量が行われます。ま

た、リサイクルセンターへのリサイクル資源の運搬には商品配送から

戻るトラックを使用することで、エネルギー・排気ガス削減に貢献し

ています。 

使った容器包装を廃棄物にしない取り組み（リサイクル推進） 
お客様が商品と一緒に持ち帰った容器包装を回収し、再生資源にリサイクルしています。 
全店にリサイクルボックスを設置し、容器包装資材を回収することにより、捨ててしまえば廃棄物になるトレイや 
牛乳パックなどを、再び資源として活用できるようにリサイクルの環を実施しています。 

廃棄物発生抑制の取り組み 

計量データ 

空容器類 

店舗 

容器包装リサイクルの仕組み 

商品 リサイクルセンター リサイクル工場 

計量 

物流センター 

牛乳パックリサイクル実績 

（年度） 

（単位kg） 

210,352

年度 参加店舗 食品取扱店舗 参加率（％） 

1998 
1999 
2000 
2001 
2002 
2003 
2004

124 
127 
129 
138 
138 
135 
137

132 
133 
133 
145 
139 
136 
141

93.9 
95.5 
97.0 
95.2 
99.3 
99.3 
97.2

1998 1999 2000 20022001 2003 2004

100,000

200,000

300,000

400,000

0

263,659

287,040

285,889

337,617

331,621

370,988

発泡スチロールトレイリサイクル実績 

（年度） 

122,566

年度 参加店舗 食品取扱店舗 参加率（％） 

1998 
1999 
2000 
2001 
2002 
2003 
2004

115 
130 
133 
140 
139 
136 
139

132 
133 
133 
145 
139 
136 
141

87.1 
97.7 
100.0 
96.6 
100.0 
100.0 
98.6

1998 1999 2000 20022001 2003 2004

50,000

100,000

150,000

200,000

0

136,619

109,837

166,632

150,940

175,326

188,977

（単位kg） 

アルミ缶リサイクル実績 

（年度） 

（単位kg） 

72,998

年度 参加店舗 食品取扱店舗 参加率（％） 

1998 
1999 
2000 
2001 
2002 
2003 
2004

95 
97 
90 
102 
102 
108 
113

132 
133 
133 
145 
139 
136 
141

72.0 
72.9 
67.7 
70.3 
73.4 
79.4 
80.1

1998 1999 2000 20022001 2003 2004

50,000

100,000

150,000

300,000

200,000

250,000

0

90,827

98,344 142,991

147,562

175,591

273,249

ペットボトルリサイクル実績 

（年度） 

（単位kg） 年度 参加店舗 食品取扱店舗 参加率（％） 

2003 
2004

53 
64

136 
141

39.0 
45.4

2003 2004

100,000

200,000

300,000

600,000

500,000

400,000

0
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547,115

531,726

リサイクル 
ボックスにて 

回収 

リサイクル工場 

トレイ 

トレイ 

アルミ缶 

アルミ缶 

生鮮食品などに使われる発泡スチロー
ルトレイは工場でフラワーポットやベン
チの原料に再生しています。 

他の古紙とともにユニーの包装紙・袋・
トイレットペーパーに再生しています。 

アルミの製造には膨大な電気を必要とし
ますが、アルミ缶の再利用によってエネル
ギーが節約できます。 

牛乳パック 

牛乳パック 

リサイクル 
処理 

弥富リサイクルセンター 

各店舗から 
リサイクル資源が 
到着します。 

1

袋に貼られた 
店舗コードを読みとり、 

店舗ごとの 
重さを量ります。 

2

計量したデータは 
ユニー本部へ 

フィードバックします。 

3

リサイクルセンター 店 舗  

計量システム 

※計量システムは、中京本部で実施 
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これらの条件から外れることなく、できるだけ地域の中で循環する

ように努めています。�

2001年に廃棄している食品残渣（生ゴミ）を削減するために、「抑制」

「再生利用」「減量」を実施し、2006年までに20％削減するため

の「食品リサイクル法」が施行されました。期限の2006年までにあ

と1年あまりです。ユニーでは法律施行後、どのように食品リサイク

ルを推進していくかを検討し、方針を決めました。�

食品リサイクル率は2004年度、23.22％になりました。�

2004年度は、新しく開店したアピタ大和郡山店と既存店舗のアピ

タ伊那店に「真空乾燥機」を導入し、また三重県に開店したアピタ鈴

鹿店では地元の循環型農業に参加しました。また、32期から実験的

に始めた「循環型農業で栽培した作物」を愛知経済連・JA海部の協

力で、通年販売することができました。今後も｢地域循環」の環を広げ、

またまだ取り組んでいない地域にも「循環型食品リサイクル」を進

めていきます。�

食品残渣（生ゴミ）を廃棄物にしないために� リサイクルへの取り組み�

ユニーの食品残渣（生ゴミ）リサイクルの方針�

食品廃棄物リサイクル�
食品の売れ残りや食べ残し、または食品の加工や調理過程において大量の食品廃棄物が�
発生しています。ユニーでは発生抑制と減量化により最終的に処分される量を削減するとともに、�
食品廃棄物の循環型リサイクルを実施しています。�

ユニーの�
食品廃棄物リサイクルシステム�

2004年度のリサイクル実績�
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安全であり環境負荷が少ないこと。�
（大気汚染・水質汚染を予防し、省エネであること）�
�再生資源として有効であること。�
（有価資源になり再廃棄しない）�

経費が抑えられること。�
（公共処理料金との比較）�

継続できる方法であること。�
（リサイクルルートが確立していること）�
�

1

2

3

4

2005

2004

2003

2002

店舗から発生する食品残渣（生ゴミ）�排出量� リサイクル量� リサイクル率�

生鮮食品の調理クズ（野菜・果物他）�
賞味期限切れや飲食の食べ残し�

魚のアラ�
（魚介類の調理クズや内臓・骨）�
�
食品廃油（揚げ油他）�

てんかす�

合　計�

1,144t�

1,089t�

22,045t

16,505t�

�

3,307t

1,023t�

0t�

5,119t

1,625t�

�

2,471t�

�
89.42%�

0.00%�

23.22%

9.85%�

�

74.72%

2001

2000
福井市で堆肥へのリ
サイクルに取り組む�

名古屋市内店舗に
熱乾燥処理機導入�

長野県（アピタ伊那店）、奈良県（アピタ大和郡山
店）の店舗に真空乾燥機導入�

愛知県3店舗で愛知
経済連の協力により
堆肥化及び作物栽培・
販売�

三重県で堆肥への�
リサイクルに参加�
（アピタ鈴鹿店）�

三重県で堆肥を作って栽培した作物の販売開始�
（アピタ松阪三雲店）�

愛知県で2店舗�
（アピタ瀬戸店、�
アピタ江南西店）�
乾燥機導入�
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アピタ福井大和田店
（福井市）リサイクル
に参加�

富山市内店舗、富山
エコタウンに参加�

茨城県で堆肥へのリ
サイクルに取り組む�

愛知県内店舗に真
空乾燥機導入�

さ�

さ�

さ�

さ�



食品廃棄物の循環型リサイクル�

ユニーの食品リサイクルは、「地域循環型」

の方向で取り組んできました。これは、廃

棄物に関する法律「廃棄物処理法」が、ユ

ニーから排出する食品残渣（生ゴミ）を一

般廃棄物としているため移動させるには

制約があり、同時に地元との協力で「地産

地消」（地元で取れたものを地元で消費す

る）を推進していくためです。また2001

年からは、愛知経済連とも協力して行い、

2004年春には収穫した作物を店舗で実

験販売しました。�

また一方では、店舗の処理機で乾燥させ

た食品廃棄物を原料にした堆肥で栽培し

た大根を使い、鮮魚売場で販売する刺身

のツマを作っています。�

地元のみなさんと一緒に環作りに取り組んでいます�

店舗に処理機を設置して環作りに取り組んでいます�

食品残渣（生ゴミ）で作った堆肥で栽培し
た作物を購入していただいている消費者の
皆さんと、栽培農家のみなさんの交流会を
実施しました。JA海部のご協力で、アピタ
稲沢店のお客様を、循環型農業で栽培し
ている農場でイチゴ狩りをしたり、農家の皆
さんと意見の交換などをしました。当日はJA
の皆さんが採れたての野菜で郷土料理を
ふるまってくださいました。�

消費者交流会（JA海部）�

食品廃棄物のうち肥料飼料などに有効利用
されるものを「食品循環資源」と呼びます。
食品リサイクル法では、「循環型社会形成推
進基本法」に定める基本原則に基づき食品
循環資源の再生利用等の手法に関する優
先順位を定めています。�

【課題】�
食品残渣を「一般廃棄物」とするか、「再
生資源」とするか、廃掃法が障害になって
います。�

食品リサイクル法の概要と課題�
（食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律）�
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1 生産、流通、消費の各段階で�
食品廃棄物そのものの発生を抑える�
「発生抑制」を行う。�

2 再資源化できるものは肥料や�
飼料などへの「再生利用」を行う。�

3 廃棄されるものは「脱水・乾燥」などで�
「減量」して処分しやすいようにする。�

JAグループによる�
“食品リサイクル”�

自社で進める�
“循環型リサイクル”�

JA海部�

JA海部�

生産�

ユニー・アピタ�

アピタ稲沢店�

堆肥で栽培�

生産�

店舗�

運搬用トラック�

肥料工場�

農協堆肥場�

商品�

商品�

真空乾燥�

リサイクル肥料�

刺身のツマ�

大根を刺身の�
ツマに加工�

堆肥で栽培�

店舗から発生した食品残
渣を熱処理機搭載のトラ
ックで一次処理しながら
運搬します。堆肥場で二
次発酵させます。�

店舗�

さ�

さ�

さ�

さ�
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従業員に店舗での環境保全活動を理解し実践してもらうために、「環

境方針」やユニーの環境への取り組みなどについて集合教育をして

います。�

ユニーの「環境方針」と店舗での

環境保全活動について、テナント

その他の従業員にも教育を実施

します。�

新入社員に対しても入社時から環境

に対する知識を身につけ、理解を深め

る教育も実施しています。�

本社従業員教育� 新入社員教育�

環境コミュニケーションツール�

環境負荷を低減するための環境教育�

環境について学習しています。�
よりよい店づくりを進めるため、情報の開示を積極的に行っています。�
また、社員や地域の子供達に向けて環境学習を実施し、環境に興味を持ちユニーの取り組みを�
知ってもらうことで、コミュニケーションを図っています。�

環境学習�

社内規定をまとめたポケットガイドに、環境の

基礎知識をまとめました。また、従業員マニ

ュアルに環境のページを加え、より充実させ

ました。�

2004年度から新入社員のオリ

エンテーションのカリキュラムに

環境教育を取り入れています。

ユニーの環境への考え方や取り

組みの実践などについて、知識と

理解をもって各店に配属されます。�

従業員教育マニュアル�

店舗での教育�

各店舗に環境壁新聞を掲示�

新規開店店舗での集合教育�

社内報での情報の共有�

新入社員テキスト�
�
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ISO14001のシステムとマニュア
ルの理解、活動の成果と是正につ
いて、定期的に集合教育をしてい
ます。�

「緊急事態への対応」火災訓練
を消防署立会いで実施しています。�

本社事務所では、廃棄物削減とリサイク
ル推進のために、分別の徹底と計量調査
を2003年から実施しています。�

廃棄物の分別とリサイクルについ
て現場で教育しています。�

ユニーの店内には、環境問題につ

いてわかりやすく紹介した「エコロ

壁新聞」を掲示しています。インタ

ーネットからもご覧いただけるように、

ユニーのホームページでも掲載し

ています。�

社内報では店舗での取り組みを紹介

し、従業員の環境意識を高めています。

誌面には、「環境の欄」を設け、会社

や各店舗での取り組み、成果などの

情報を全従業員と共有化しています。�

本社事務所は2003年からISO14001の環境マネージメントシス

テムを導入し、全従業員が「環境方針」を実現するために、「廃棄物

削減」「省エネ省資源」「コピー用紙の使用削減」を目的に活動して

います。�



子供達と環境について学習しています�

エコロお店探検隊�

名古屋市内のアピタ新守山店で「環

境にやさしいライフスタイルとは」

というテーマのセミナーが開催さ

れ、廃棄物のリサイクル機器やリ

サイクルボックスなどの視察と、店

長からの「環境に配慮した店づくり」

について、説明を受けました。�

店舗見学に来ていただいています�

名古屋市女性会の「くらしの環境セミナー」開催�

愛知県内で廃棄物削減のために

活動をしているメンバーが、「生ゴ

ミリサイクル」の実施店舗アピタ

東海荒尾店を視察しました。アピ

タ東海荒尾店では毎日500～

600kgの生ゴミを乾燥処理し、堆

肥の原料にしています。�

あいちゴミ仲間ネットワーク会議の視察�
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地域の子供達に、店内を探検してもらって、「環境にやさしいお買い物」

や「混ざっていればゴミだけど、分別すればリサイクル資源になる」

ことなどを実際に体験する「子供環境学習会」を開催しています。�

名古屋市「エコロジー・ワンデーツアー」�

全国こどもエコクラブに参加しました�

「こどもエコクラブ」は、子供達の環境学習や環境保全活動を支援す

るための環境活動クラブ制度です。ユニーは「こどもエコクラブ全

国フェスティバルinみはま・はんだ」にブースを出展しました。当日は

「環境紙芝居」やクイズ、エコ工作などに約450名の子供達が参加

しました。�

名古屋市環境学習センター主催の小学生

のための夏休みのプログラムをユニー黒

川店で実施しました。環境にやさしいショ

ッピングを体験していました。�
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I N

OUT

CO2排出�

OUT

I N I N

水道�
包装材�

その他�

商品�

eco

お客様�

生ゴミ�

店舗�

メーカー�

工場�
リサイクルセンター�

農家�

UNY

ユニー各本部�

I N

I N インプット� OUT アウトプット� eco 環境負荷軽減�

エネルギー�

I N

�

リサイクル�
ボックス�

eco

堆肥�

eco

商品�

eco

商品�

eco

eco

一
括
物
流�

OUT

廃棄物�

CO2排出�

燃料�

電気�

ガス�

石油�

�

857,770,000KWh

11,539,000m3�

86,233,000リットル�

ダンボール�
39,567t

軽油�

�
2,786,261リットル
年間走行距離�

�
（13,931,304km）

レジ袋�
紙袋類�
包装紙類�

2,242t
955t
262t

5,824,000m3

624,882t-CO2

OUT

廃棄物�
83,661t

OUT

廃棄物�
14,853kg

2004年度は静岡本部・関東本部に
もセンターを設け、ドライ食品（調味料・
菓子など）、日用雑貨（洗剤・シャンプ
ーなど消耗品と化粧品）の一括物流
を拡大しました。その結果メーカーや
問屋から店舗へのトラック便を該当
地域で30％削減しました。�

エネルギー�

I N

電気�

�
1,592,000KWh

エネルギー�

I N

I N

コピー用紙�

�
66t

その他�

水道�
23,000m3

※データは、ユニー㈱の2004.2.21～2005.2.20のものです。�

事業活動の環境に対する影響�

事業活動における環境負荷�

事業活動における環境負荷�
店舗や本社を含む各事業所では、事業活動にともなって、さまざまな環境負荷が発生します。�
これらを継続的に軽減していくために、事業活動の環境負荷の状況を調べ、�
従業員ならびに関係している人々が、それぞれの環境保全活動を実践しています。�

環境負荷�
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店舗や事業所では、照明や空調・その他設備を稼動させるためにた

くさんのエネルギーを使用しています。また、店舗に商品を搬入す

るためにトラック便が走り、燃料を使い排気ガスを排出しています。

その他営業活動から排出される廃棄物や、お客様が商品と一緒にお

持ち帰りになる「包装資材」も環境負荷の大きな要素です。ユニー

では、「省エネ省資源」を環境方針に掲げ、できるだけ環境負荷の少

ない企業を目指します。�



ユニーの省エネルギー活動�

エネルギー使用量の推移�

省エネルギー・省資源活動�
限りある資源を大切に、また環境負荷を低減するために、省エネ省資源に取り組んでいます。�
2004年は全店で節電節水、事務所内やバックヤードの室温管理に努めました。�

事務用品の再生製品利用�

18

文房具・名刺・トイレットペーパー・チラシな

どには再生製品を使用しています。特にトイ

レットペーパーには、お客様がリサイクルボッ

クスにお持ちいただいた、牛乳パックを含ん

だ再生紙が使用されています。�
ナイトカバーの導入�

消灯の義務づけ�

事務所、社内では使用していない場所での

消灯を義務づけています。�

ブラックイルミネーションの実施�

環境省主導の「ブラックイルミネーション

2005」に参加しました。これは「CO2削減

／ライトダウンキャンペーン」の一環で、6月

19日の午後8時～10時の2時間、商業施設

や家庭などに電気を消すことを広く呼びか

けたものです。�

トイレの節水�

流水量を調整する

ことにより、節水に

努めています。�

営業時間の拡大や店舗の大型化
などで総使用量は増加してしまいま
したが、省エネシステムの導入など
により、単位使用量は削減できました。�

※「環境レポート2002」までは炭
素換算値で示しておりましたが、「環
境レポート2003」より二酸化炭素
換算値で示しております。�
�
※2002年からほとんどの店舗で
営業日を増やし営業時間を延長
しているため、使用量が増加した
と考えられます。�
�
※データは、各年度ともユニー㈱
当年2月21日～翌年2月20日まで
のものです。�

営業時間の拡大などで総使用
量は増加してしまいましたが、節
水システムの導入などにより、単
位使用量は削減できました。�

主に空調設備に使用していますが、
営業時間の拡大や店舗の大型
化などで増加してしまいました。�

自家発電を抑制したため、使用量
が削減できました。�

電気（単位：千kWh）� 水道（単位：千m3）� ガス（単位：千m3）� 石油（単位：千リットル）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：W/H.m3）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：リットル/H.m3）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：リットル/H.m3）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：cc/H.m3）�
�

二酸化炭素排出量（単位：t-CO2）�

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

0

（年度）�
2000

743,195

2001

817,515

2002

813,504

2003

830,370

2004

857,770

5,000

1,000

2,000

3,000

4,000

6,000

0

（年度）�
2000

5,241

2001

5,765

2002

5,253

2003

5,723

2004

5,824

12,000

10,000

2,000

4,000

6,000

8,000

0

（年度）�
2000

8,202

2001

9,022

2002

9,705

2003

9,700

2004

11,534

100,000

20,000

40,000

60,000

80,000

0

（年度）�
2000

49,121

2001

54,033

2002

76,239

2003

87,354

2004

86,233

800,000

200,000

400,000

600,000

0

（年度）�
2000 2001

622,024

2002

557,716

2003

593,656

2004

624,892
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0

（年度）�
2000

90.09

2001

75.98

2002

71.77

2003

79.77

2004

78.04

0.8

0.7

0.6

0.1

0.4

0.2

0.3

0.5

0

（年度）�
2000

0.72

2001

0.58

2002

0.54

2003

0.69

2004

0.65

5.0

1.0

4.0

2.0

3.0

0

（年度）�
2000

3.19

2001

1.78

2002

1.92

2003

1.83

2004

1.95

16.0

14.0

12.0

10.0

2.0

8.0

4.0

6.0

0

（年度）�
2000

11.25

2001

14.00

2002

14.59

2003

15.82

2004

14.70

閉店後、省エネルギーのため、冷凍冷蔵コー

ナーにはナイトカバーをつけ消費電力の削

減に努めていま

す。�

514,070
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商品搬入時に商品を入れてきたダンボール箱
や発泡スチロールの容器を使い捨てから通い
箱（オリコン）にすることによって、廃棄物の発
生を抑制しています。�

廃棄物削減のための取り組み�

廃棄物の計量調査�

廃棄物削減�
廃棄物をできる限り削減するために、商品搬入時の廃棄物を減らすと同時に、店舗で発生する廃棄物を�
リサイクルすることに取り組んでいます。お客様が商品として持ち帰った後で発生する空容器は店舗で回収、
リサイクルセンターを介して再資源化しています。�

環境負荷軽減への取り組み�

19

1 ユニーに入ってくるゴミ�

店の中での販売活動や商品加工・サービスか
ら発生する廃棄物をリサイクル資源にする取り
組みをしています。�

1. 発泡スチロールの再資源化（詳細はP21）�
2. 食品廃棄物の再資源化 （詳細はP13,14）�
3. ダンボールは100％リサイクル�
�

2 ユニーで発生するゴミ�

牛乳パック（再生紙の原料）やアルミ缶（再生
アルミの原料）、食品トレイ（再生プラスチック
の原料）は、各店舗にリサイクルボックスを設置
し、ゴミの再生利用をお客様と一緒に取り組ん
でいます。（詳細はP11,12）�

3 お客様が持ち帰るゴミ�

廃棄物を削減するためには、廃棄物の内容や量を把握しなければな

りません。そこでユニーでは、2000年から毎年6月の環境月間に、

店舗での廃棄物計量調査を実施しています。リサイクル資源に活用

することを考慮して、18分類に分別し、部署やテナントなどの排出場

所ごとに計量しています。その結果、ダンボールおよび紙類・発泡ス

チロールなどの商品搬入時に発生する廃棄物が多いことがわかりま

した。また、食品リサイクル法の対象となる、食品廃棄物が2003年

度では全体の約26%であることが確認できました。これらの廃棄物

に適正に処理をしリサイクル資源にすることで、廃棄に出す量がかな

り削減できる見込みです。2004年4月にオープンしたアピタ大和

郡山店は、開店当初から廃棄物計量機を常設し、廃棄物を18分類に

分別し、排出場所（直営担当別、テナ

ント・コンセッショナリー各店別など）

毎に計量しています。アピタ大和郡

山店には、食品リサイクルに対応して「生

ゴミの真空乾燥機」、再生プラスチッ

ク対応の「発泡スチロール減容器」

を設置し、リサイクル処理し、再生資

源として活用しています。今後は、一

般廃棄物として排出され、焼却処理されているリサイクル可能な廃

棄物（再生できる紙など）の分別を徹底し、更に排出抑制とリサイク

ル推進に努めます。�
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ダンボール�

フラワーポット�
・ベンチ原料�

飼料・肥料�

古紙業者にて�
リサイクル�

リサイクル工場にて�
リサイクル�

再生工場�

ダンボール箱�
による納品�

発泡スチロール�
容器�

による納品�

通い箱（オリコン）�
による納品�

フラワーポット�
・ベンチ原料�

ユニーの包装紙�
・袋�

・トイレットペーパー�

アルミ缶�
・再生アルミ製品�

物流センター� ユニー店舗�

オリコンを�
リユース�

2 ユニーで発生するゴミ�

3 お客様が持ち帰るゴミ�

廃棄物の再資源化�

1

ユ
ニ
ー
に
入
っ
て
く
る
ゴ
ミ�

販
売�

ダンボール�
100％回収�

発泡スチロール�
リサイクル処理�

生ゴミ�
生ゴミ処理機で処理�

トレイ�
�

牛乳パック�
�

アルミ缶�
�

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー�

リ
サ
イ
ク
ル
工
場�

お
客
様
と
と
も
に
回
収�



（単位：kg）� （単位：kg）�

2004年度�

10,542,539 �

3,819,953 �

14,362,492 �

16,504,679 �

3,306,785 �

1,089,263 �

1,144,213 �

22,044,940 �

682,451 �

561,028 �

1,243,479 �

1,542,162 �

39,567,091 �

1,956,064 �

41,523,155 �

678,906 �

1,281,590 �

339,453 �

53,178 �

208,281 �

382,882 �

2,944,290 �

83,660,518 

2003年度�

12,740,900�

3,001,600�

15,742,500�

15,841,100�

4,085,700�

707,800�

913,790�

21,548,390�

663,000�

913,900�

1,576,900�

1,505,300�

38,608,100�

958,700�

39,566,800�

887,000�

1,442,500�

430,100�

53,800�

152,300�

358,400�

3,324,100�

83,263,990

一般可燃ゴミ�

ビニール（食品系）�

小計�

生ゴミ�

魚のアラ�

てんかす�

食用廃油�

小計�

ビン�

缶�

小計�

�

ダンボール�

紙類（再生可）�

小計�

プラスチック�

ビニール（衣住系）�

ペットボトル�

陶器、ガラス�

金属カス�

その他�

小計�

可燃ゴミ�

不燃ゴミ�

発泡スチロール�

その他�

合計�

ダンボール�
および再生紙�

焼
却
ゴ
ミ�

食
品
ゴ
ミ�

区  分� 種  類� 2004年度�

249,320.9�

22,861.3�

272,182.2�

220,179.2�

36,360.1�

11,700.1�

15,177.0�

283,416.4�

5,659.7�

8,008.9�

13,668.6�

22,541.2�

440,614.5�

10,695.5�

451,310.0�

7,026.6�

11,052.9�

2,431.4�

859.3�

273.2�

1,863.0�

23,506.4�

1,066,624.8

一般可燃ゴミ�

ビニール（食品系）�

小計�

生ゴミ�

魚のアラ�

てんかす�

食用廃油�

小計�

ビン�

缶�

小計�

�

ダンボール�

紙類（再生可）�

小計�

プラスチック�

ビニール（衣住系）�

ペットボトル�

陶器、ガラス�

金属カス�

その他�

小計�

可燃ゴミ�

不燃ゴミ�

発泡スチロール�

その他�

合計�

ダンボール�
および再生紙�

焼
却
ゴ
ミ�

食
品
ゴ
ミ�

区  分� 種  類�

■2004年度　廃棄物のリサイクル率�

可燃ゴミ�

不燃ゴミ�

発泡スチロール�

ダンボールおよび再生紙�

その他�49.63%

3.52%

1.49%1.84%

43.51%

�

※データは、各年度ともユニー㈱2004年2月21日～2005年2月20日までのものです。�

2004年度年間廃棄物排出量�

店舗における廃棄物排出量� アピタ大和郡山店における廃棄物排出量�

20

可燃ゴミの一般可燃物が減り、再生できる紙が増えましたが、これは

分別の徹底により「焼却」する廃棄物が「再生資源」となり、リサイク

ル率が向上したからです。�

2004年4月にオープンしたアピタ大和郡山店から、廃棄

物計量機を常設し、毎日の排出量を測定・記録しています。�

■2004年度　廃棄物排出量の構成�

可燃ゴミ�

不燃ゴミ�

発泡スチロール�

ダンボールおよび再生紙�

その他�
42.31%

2.20%

1.28%2.11%

52.09%

※データは、各年度ともユニー㈱2004年6月21日～2005年6月20日までのものです。�
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牛乳パックをはじめ、アルミ缶、トレイ

等お客様がお買い上げ後にゴミにな

るものを回収し、リサイクルしています。�

環境に配慮した設備や工夫�

ユニー各店舗での取り組み�
ユニーは年齢や性別、障害の有無などにかかわらず、すべてのお客様が快適に過ごすために、�
店内各所にさまざまな工夫をしています。�
また、地域の皆さんと一緒に包装資材の削減や廃棄物の削減・分別など「環境保全活動」を推進しています。�

店舗での取り組み�

リサイクルステーション�

店内各所に「燃やせるゴミ」や「燃

やせないゴミ」など分別したゴミ箱

を置き、リサイクル用にゴミを回収

しています。�

分別ゴミ箱�

生ゴミは肥料、発泡スチロールはプラス

チックチップなど、再生資源としてリサイ

クルを行っています。�

リサイクル処理機�

環境配慮商品�

ユニーの取り組みをポスターなどで紹介・

報告しています。�

情報の開示�

21

資源リサイクル、環境を汚さない

商品、省エネ・省資源商品など環

境保全を考えた商品を揃えてい

ます。�
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4

5

各売場やテナントから排出される廃棄物を

分別し、計量することにより、減量やリサイ

クルの促進を図ります。�

廃棄物計量システム�6

2

3

1

1

3

4

10

13

14

57

6

15

17

9

8

2

11

12 16

“環境に配慮した店づくり”を目指し

ているユニーの店内では、ゴミ減量、

リサイクルや省エネを推進するため、

さまざまな設備を用意するとともに、

販売方法にも工夫をしています。特

にお客様とともに進めるゴミ減量

に関しては、お客様が利用しやすい

ようにリサイクルステーションや、

各所に分別ゴミ箱を設置しています。�



ユニーはすべてのお客様に快適にご利用いただける店づく

りに取り組んでいます。ハートビル法とは「高齢者、身体障害

者等が円滑に利用できる特定建築物の促進に関する法律」

の通称です。病院・劇場・ショッピングセンター等、不特定多

数の人が利用する政令で定める建築物に、お年寄りや障害

を持った方が利用しやすいよう、いくつかの基準が設定され

ており、基準を満たした建物がハートビル法として認定されます。�

ユニバーサルデザイン�

優先トイレの設置�

22

段差のない入り口� 車椅子専用駐車場�

お子様連れの方への配慮� よりよく利用していただくためのサービス・工夫�

小さなお子様の遊び場�

ベビー休憩室�

男性用トイレにベビーシート設置�

車椅子の無料貸し出し� 優先エレベーター� 介添えサービスの実施�

小さなお子様に、安全に遊んでいた

だけるように、床や遊具にソフトな素

材を使用した遊びのスペースを設け

ています。�

お子様の授乳やおむつ替えにご利用

いただけるベビー休憩室（赤ちゃん

ルーム）を設けました。�

男性用トイレにもベビーシートを設

置しました。�

アピタのおいしい水�

危険防止の工夫�

ハートビル法�

飲料やお料理に使用していただける

浄水機を設置しました。�

危険防止のために、店内の階段には

手すりを付け、足元に誘導ブロックを

設置しました。�

7

10

8

11

9

12

13

14

16

17

15
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車椅子でご利用

いただけるトイレ

です。また、妊婦

の方やお年を召

した方もご利用い

ただけます。�

駐車場と店内の段差をなくし、公道入り口か

ら各玄関まで誘

導ブロックを敷

きました。�

入り口の近くに、車椅子専用駐車場を設置し

ました。�

1階各出入り口にインターフォンを設置し、

お呼び出しによ

って介添えサー

ビスのご要望に

お応えします。�

混雑時などに車椅子の方が優先的にご利用

いただけます。

音声案内・点字

表示をし、低い位

置に操作ボタン

を付けました。�

店内でご利用いただける車椅子をご用意し

ています。�



　当社売上No.1のトイレットペーパーで

す。（年間82万袋生産しています）再

生紙を原料にしていますが、特に回収し

た牛乳パックを30％配合しています。

この牛乳パックは、店舗のリサイクルボ

ックスで回収したものを持ち込んでいます。

他にコンピュータープリントアウト紙や

チラシなどのカラー印刷紙などを原料にしています。�

　当社のトイレットペーパーの年間売上は約

9.9億円、うち再生紙使用品は45％を占めて

います。また、「アローザ」はトイレットペー

パー全体の33％の構成比です。�

�

再生紙のトイレットペーパー「アローザ」�

売場での取り組み�
普段使っているものを「環境にやさしい」という視点でお客様にご購入いただくことが、�
自然を守ることにつながります。�
ユニーではムダを省いたものや環境汚染防止になるものなど、環境に配慮した商品を多く販売しています。�

環境配慮商品�

エコ（環境配慮型）商品の開発�

中京本部 住関部�
ヘルス＆ビューティ担当バイヤー　千葉哲志�

23

地域循環型で栽培した野菜�

再生紙で作った文房具�
中京本部 青果部 バイヤー　河合昌樹�

中京本部 住関部�
ホビー＆スポーツ担当チーフバイヤー　原　信彦�
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当社の文具売り場では以前から、再生紙

や再生プラスチックを使用した商品を販

売してきましたが、2004年にPB（プライ

ベートブランド）商品として、封筒・便箋・ノ

ート・レポート用紙など、ベーシックな商品

を開発し、販売を始めました。これらの商

品は古紙含有率が高く（ほとんどの商品

が古紙100％）、お客様の購買頻度も高いので、環境保全には有効

だと思っています。また、商品のデザインにも「ユニーの環境保全マ

ーク」をつけてお客様にアピールしています。�

　「従来品と比較して、少しでも環境に

負荷がない商品」を開発しています。大

量生産、大量消費、大量廃棄による環境

破壊が社会問題化しており、「資源の枯渇」

「ごみ問題」を少しでも解決していき、

環境保全に貢献していきます。帝人ファ

イバー㈱が開発した原料リサイクル技術

により、ペットボトルやポリエステ

ル商品を分解・精製して作られる再

生ポリエステルファイバーを使って

商品開発しました。�

また、商品を掛

けるハンガーも

リサイクルでき

る素材で作られたものを使用しています。�

�

�

「店舗から毎日排出される食品残渣（生

ゴミ）を原料にした堆肥を使って、おい

しい野菜や果物を作って、店舗で販売し

たい」そう考えていたところ、環境部か

ら「生ゴミのリサイクルで、良質な堆肥

ができる」という話を聞き、一緒に取り

組むことにしました。環境部は、愛知経

済連の協力で生ゴミから堆肥を作るところまでを担当し、それか

らJAの協力農家の皆さんと生産計画を立て、流通経路をつくり、

店舗での販売にこぎつけました。�

　最初は少し心配でしたが、味も品質もお客様の支持をいただき、

ずっと好評に販売しています。�

　5月のとある日、お客様をご招

待して協力農家の皆さんとイチゴ

狩りや交流会を実施しました。大

変好評で、今後も「地域循環型栽

培作物」の取り組みを拡大してい

きたいと思います。�

�

衣料本部 開発担当チーフバイヤー　近藤隆裕�



環境を汚さない商品�
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資源リサイクル、環境を汚さない商品、省エネ・省資源商品�

家電リサイクル�

汚染防止に役立つ商品には

大気・水・土壌を汚さない

原料でできている商品や、

汚水や排気を出さないため

の商品があります。�

資源リサイクル商品�

使用後にリサイクルできる商品や、

再生資源からできた商品は石油や

森林資源など貴重な資源の節約に

つながります。�

省エネ・省資源商品�

使用するエネルギーを抑えた商品、

容器包装などのムダを省いた商品、

長期間使用できる商品は、省エネ

ルギー、省資源、廃棄物の削減に

貢献します。�

■ 家電リサイクル状況�
ユニー全体�

家電リサイクル法が2001年に施行されました。ユニーでも各店に

収集庫を設置し、お客様からリサイクル家電品をお預かりして、リ

サイクル指定工場に運んでいます。�

クールビズ商品�

地球温暖化を防止するため、オフ

ィスの冷房設定温度を28℃にし

ても、「涼しく効率的に格好良く

動くことができるビジネス・ファ

ッション」それが「COOL BIZ」

です。これは環境省が提唱してい

る「チーム・マイナス6％」のCO2削減運動のひとつです。店舗で

はお客様にクールビズ　ファッションを販売するとともに、従業員

も今年の夏はクールビズで過ごしています。�

（年度）�

（単位：件数）�

2001

26,243

2002

31,963

2003

23,803

2004

21,858

5,000
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15,000
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（年度）�

（単位：件数）�

2001

15,021

2002

19,204

2003

13,179

2004

12,257

5,000

20,000

15,000

10,000

0

（年度）�

（単位：件数）�

2001

7,096

2002

7,507

2003

6,340

2004

5,493

2,000

8,000

6,000

4,000

0

（年度）�

（単位：件数）�

2001
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「ユニー瀬戸店」から「アピタ瀬戸店」へ�
2005年5月27日、ユニー瀬戸店が新たにアピタ瀬戸店としてリニューアルオープンしました。�
「愛・地球博」開催地のすぐそばということもあり、廃棄物の削減とリサイクルを重視し、�
店頭に回収箱を設置して資源回収に協力するなど、環境問題に積極的に取り組んでいきます。�
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愛・地球博に協賛�

マイバッグキャンペーンとEXPOエコマネー�

2005年5月27日のアピタ瀬戸店オープン当日、オープニングセレ

モニーが開催され、万博会場からイメージキャラクターのモリゾーと

キッコロも駆け付けてくれました。�

オープニングセレモニー�

愛・地球博への参加� アピタ瀬戸店オープニングセレモニー�

循環型リサイクルでお客様にプレゼント�

アピタ瀬戸店では、オープンにあたり食品残渣から製造した堆肥で

栽培したお花をお客様にプレゼントしました。お花のポットと袋も、

グリーンプラという生分解性プラスティック素材を使用しており、埋

めれば土に還るという環境に配慮したものです。お客様に喜んでい

ただき、リサイクルで立派に植物が育つということも知っていただ

けました。�

2005年3月25日から9月

25日までの185日間、愛

知万博（愛・地球博）が開催

されています。21世紀を

迎え、地球規模の問題に直

面した人類の現在と未来に

ついて考えるこの万博は、

多くの国や国際機関が参加する中、「自然の叡智」をテーマに新た

な文化や文明の創造を目指して開催されました。万博が呼びかける

「宇宙」、「生命」と「情報」、人生の「わざ」と「智恵」、そして「循環

型社会」を考えるべく、ユニーもまた、愛・地球博に協賛しています。�

EXPOエコマネーとは、環境にやさ

しい行動をした万博来場者に対し

て発行されます。ポイントを集めれ

ばエコ商品と交換でき、国内外のエ

コツアーにも応募できます。アピタ・

ユニー各店で展開されるマイバッグ・

キャンペーンでためたスタンプは、

万博開催中1個から、愛・地球博の

会場内で「EXPOエコマネー」のポ

イントに変換できます。�

ピック・アップ・ストア①�
アピタ瀬戸店�
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　地球環境保全は、私たち自身の今一番

大切なテーマです。店舗にきていただく

お客様一人一人のご協力をいただいて、

リサイクルボックスの活用や、レジ袋の

削減など、身近なできることから取り組

んでいきたいと考えています。�

　さらに店舗から出る生ゴミや発泡スチ

ロールなども、店内に再生処理機を設置

し、リサイクル資源にしています。毎日排

出する廃棄物を分別・計量して削減したり、全従業員でできることから

環境保全に取り組んでいます。また、地域のお子様にも環境にやさしい

お買い物などについて理解していただく活動として「お店探検隊」を

実施し、「地域の皆様に愛されるアピタ」を目指します。�

業務副店長　須賀明雄�

身近な、できることから　皆様と一緒に環境保全�
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　アピタ瀬戸店を、2005年のEXPO開

催地に開店するにあたり、地域の方々は

もちろん、瀬戸を訪れる方々にも充分満

足のいただける店づくりを目標に、建て

替え工事を進めてきました。�

　旧ユニー瀬戸店は昭和47年以来、約

32年間地元の皆様に愛されてまいりま

したが、店舗の老朽化、設備やサービス

機能の不足、品揃えなどにおきまして、

なかなか満足いただける店ではなくなっていました。旧店の不備を改

善し、アンケートによるお客様のご希望を充分取り入れ、それらを具現

化することが、新しいアピタ瀬戸店の使命と考えて取り組んできました。

　特に地元に密着することと、若いお客様層へのアプローチを重点に

置き、団塊世代と団塊ジュニアファミリーを中心に、親子三代でお買い

物を楽しんでいただける店づくりを実現いたしました。�

　たとえば、アピタ初の100坪の総合ペットショップや、総ガラス張りか

ら瀬戸川沿いの眺めをゆったりと楽しめる2階のフードコート、地域一

番の規模の食品ゾーン、ドラッグの品揃えを充実させたヘルス＆ビュー

ティーコーナーなど、瀬戸店の魅力を随所で感じていただけます。�

　今後も地元の皆様に少しでも日々の暮らしのお手伝いができればと

考えております。�

店長　水越　寛�

リニューアルオープンにあたって�

幅広い層のお客様に満足いただける、�
新しいアピタ瀬戸店へ�

環境にやさしい、お客様にやさしい店づくり�

愛・地球博の会場近くとい

うこともあり、万博開催中

はモリゾー・キッコロを中

心にさまざまな関連グッズ

を販売しています。�

万博グッズの販売�

車椅子でお越しの方のために、ボタ

ンやお金の投入口を低めの位置に

設定した車椅子対応自動販売機を

設置しました。お気軽にご利用いた

だけます。�

車椅子対応自動販売機の設置�

人工肛門・人工膀胱増設者

のためのパブリックトイレで

す。広いスペースで、ゆった

りと安心してご利用いただ

けます。�

オストメイト対応トイレの設置�

アピタ初のペットショップ「ペッツヴィ

レッジ」が地下1階にオープンしまし

た。ペットフードやおもちゃ・衣類・小

屋など品揃えも豊富です。トリミン

グやペットホテルなどのサービスも

充実しています。�

地下1階にペットショップがオープンしました�
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アピタ江南西店�
環境にもお客様にもやさしい店づくりを目指して、アピタ江南西店が2005年6月25日にオープンしました。�
お店から排出される廃棄物を極力削減し、リサイクルを推進するために�
生ゴミ処理機と発泡スチロール減容機を導入しました。お客様と一緒に、地域環境の保全に努めていきます。�
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アピタ江南西店から�

店長　横井祐司�

「楽・然・健」を目指した店づくりで、お客さまに満足を�

業務副店長　米森富也�

環境に配慮した、やさしいショッピングセンターです�

広い店内でゆっくりお買い物を楽しん

でいただくために、休憩していただく

スペースを随所につくりました。�

環境にやさしい、お客様にやさしい店づくり�

ゆとりある空間でお客様にやさしい店づくり�

有料ラッピング�

廃棄物を再生資源にリサイクルするた

めに、生ゴミ乾燥処理機と発泡スチロ

ール減容機を導入し、できるだけ廃棄

物を削減しています。�

リサイクル処理機の導入�

包装資材削減のために、シンプルなラッピング

を推進する一方で、特別な贈り物のために「有

料ギフトラッピングサービス」をサービスカウン

ターで承っています。�

誰にでも楽しいお買物を�

より快適にショッピングを楽し

んでいただくために、車椅子で

ご利用できるフィッティングル

ームや小さなお子様のための

トイレを設置しました。�

　アピタ江南西店は木曽川の南にある

江南市の藤で有名な曼陀羅寺の近くに

あります。既存店舗の中ではアピタ稲

沢店に次ぐ、大型ショッピングセンターで、

アピタを核に70の専門店で構成され

ています。この店のキーワードは「楽・然・

健」です。「楽」とは楽しくショッピング

をしていただく品揃えや専門店の誘致、

わくわくするようなイベント。「然」とは

自然と調和したゆとりのある空間、環境

にやさしい店づくり。「健」とは今話題の美容と健康をテーマにした

品揃えや専門店を揃え、フィットネスクラブも導入しました。�

　また、サービスレベルの向上を目指し、「あの店に行

ったら従業員は感じよく、何か聞きたいと思ったら近く

にいて迅速に対応してくれる」とお客様から喜ばれる店

にしたいと考えています。そして、半歩先の季節感の演

出を行い、お客様のご期待に添える店づくりを目指しま

す。これからも従業員一同、地域のお客様から信頼され、

ファンになっていただけるようにがんばります。�

　現在は新しく店舗をつくるにあたって、

環境保全が重要なポイントになってい

ます。私共アピタ江南西店は、まだオー

プンしたばかりの店ですが、環境に配慮

した設備や取り組みに関しては最新の

ものを取り入れ、環境配慮商品の品揃

えも充実しています。�

　たとえば店舗から排出する廃棄物に

関しては、排気量の抑制とリサイクル推

進を目的に、18分類に分別をし、重量

を測定しています。そして、食品廃棄物の乾燥処理機を配備し堆肥

に再生し、発泡スチロールは減容機により再生プラスチックにリサイ

クルしています。�

　また、お年寄りやお体の不自由な方、また小さなお

子様連れのお客様にも楽しくお買い物していただけ

るような店づくりをしています。�

　今後の取り組みとしては、本社で取得している

ISO14001の認証取得を、ユニーの店舗では第一号

を目指します。�

�

ピック・アップ・ストア②�
アピタ江南西店�
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苦情・ご意見 �

2,124件�
�
�
�

お問い合わせ・要望�

732件�
�
�
�

お褒め�

36件�
�
�

73.4%

25.3%

1.2%�
�

集計�

2,892件�
�

お客様�

回答�

回答�

お客様�
サービス部�

関連部署�

お客様の�
声のポスト�お客様の声�

お客様の声�
（従業員用）�

販売員�

店長�

副店長�
（売場責任者）�

店 舗�

本 部�

お客様の声のポスト�

「お客様の声」の流れと対応�

人に優しい店づくりのために�
よりよい店づくりのために、何よりもお客様のご意見を大切にしています。�
お客様の声をお聞きし、速やかなご回答と迅速に対応をする態勢を整え、�
商品やサービス面を改善していきます。�

お客様の声�

各店舗に設置している「お客様の声のポスト」には、お客様からさま

ざまなご意見やご要望、また苦情や、時には感謝の内容が寄せられて

います。これらの貴重な「お客様の声」をひとつひとつ大事に取り上

げて、店舗や本部でお返事させていただいています。また、ポストに

入っていない「お客様の声」が多々あることを充分に認識し、常にお

客様に支持される店づくりに努めてまいります。�

ユニーのホームページでは、環境保全

についての取り組みを紹介しています。

「エコショッピング」「環境レポート」「エ

コロ新聞」などがご覧いただけます。また、

メールマガジン「エコロNews」も作成

しており、環境保全についての有益な情

報を多くの皆様へ発信しています。�

環境部　ホームページアドレス�
http://www.uny.co.jp/eco/

ホームページからの�
環境情報発信�
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ご意見�
ご要望�

ご意見�
ご要望�

インターネット�
電話・手紙�

●必要に応じ、商品調査依頼�
●『お客様の声』に対応・結果
　を記入、保管、掲示など�
●苦情事例の周知徹底・従業
　員教育�

●本部へのご意見の記録・
　集計・分析�
●苦情事例の周知徹底・
　店長会報告など�

報告・連絡・相談� 確認・指導・改善�

報告・連絡�
確認・相談�



環境デーなごや�

ユニーの各店舗や事務所では、地域のゴミを従業員が清掃し、環境

美化に努めています。�

地域清掃活動�

こまき産業フェスタ2005「チャリティーバザー」�

リサイクルバザー�

2005年7月28日、小牧市商工会議所によるチャリティーバザーに

アピタ小牧店が参加しました。当日は店内や本社から集めた見本や

供出品などを集め、慈善団体への寄付に協力しました。�

名古屋市「市民総ぐるみクリーンキャンペーン」�

地域の皆さんと一緒に笑顔でチャレンジ�
ユニーでは各店舗の地域の皆さんと一緒に、環境保全活動や福祉団体への支援協力などを進めています。�

地域への貢献、社会への貢献�
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ユニー中村店「環境デーなごや2004」で表彰�

愛知万博の開催前の2月25日、名

古屋市だけではなく中京本部80

店舗で一斉に、店舗周辺

の道路、公園などで清掃

活動を実施しました。�

「あいちクリーンキャンペーン」�

2004年8月19日ユニー中村店が「環境デーなごや」で、名古屋市

より環境への取り組み優良店として表彰されました。名古屋市内

120店舗のスーパー、小売市場から「マイバッグキャンペーン」やリ

サイクルボックスなどの

活動に対し、消費者の調

査により一番の成績で優

秀賞に選出されました。�

なごや消費者団体連絡会のボランティアの皆様と一緒に、家庭に眠

っている不要品を一般の方からお預かりし、バザーで販売しています。

1993年より毎年開催しています。�



愛の救援衣料キャンペーンの開催�

アピタ・サークルＫ・サンクスレディスのチャリティー募金�

2003年より富山県内の7店舗が富山県よりエ

コショップに認定されています。今年は新しく開

店したアピタ黒部店も認定されました。�

富山県認定のエコショップに参加しています�

ユニー、アピタ、ユーホーム、ラ フーズコアの各店と本部に「愛の募

金箱」を設置し、お客様、お取引先、従業員の善意の輪で、皆様の財

布の中で眠っている１円玉などを募金していただいています。集ま

った募金は毎年、地域の福祉団体などへ寄贈しております。�

■2004年2月21日�
～2005年2月20日の合計�

6,486,743 円�
�
●関東本部 1,652,280円�

●静岡本部 443,093円�

●中部本部 3,802,174円�

●北陸本部 589,196円�

愛の募金箱�

子ども図書館�

「より身近な場所で、子供たちが気軽に書と出あえれば」というコン

セプトで、現在4店舗に「子ども図書館」を設置しています。蔵書は1

館当たり約1.5万～2万冊で、各館とも専門の司書が運営にあたっ

ています。�

年度� 来客数� 総量�

約35ｔ�

約45ｔ�

約30ｔ�

約25ｔ�

約700人�

約850人�

約700人�

約650人�

2001�

2002�

2003�

2004

■募金合計�

277,139 円�
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ユニーグループが主催する、日本女子プロゴルフ協会公認の大会が

ユーグリーン中津川ゴルフ倶楽部で開催されました。イベントでは

参加者からチャリティ募金を募り、中津川市社会福祉協議会に寄付し

ました。�

2005年5月18日、日本救援衣料セ

ンター主催のキャンペーンをアピタ

千代田橋店で「家庭で眠っている衣

類を海外支援に生かそう」をスロー

ガンに開催しました。このキャンペ

ーンは1988年より毎年行われ、今

年は約650名の方から、25tの衣料品や毛布をお持ちいただきまし

た。集められた品物はユニーが神戸まで配送し、その後アフリカや

アジアに送られます。�
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「未来の子供達に美しい自然を残したい」�
  ユニーは環境に優しい生活をお客様と一�
  緒に進めていきます。�

ユニー株式会社　環境部�
愛知県稲沢市天池五反田町1番地　�
TEL.0587-24-8093 FAX.0587-24-8034  �
http://www.uny.co.jp

このレポートは、FSC認証紙と環境に配慮した植物性大豆油インキを使用し、�
水なし印刷方式で印刷しています。�
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